
№24

【発 行】令和５年１１月
【発行者】富士市市民部まちづくり課 富士市永田町1丁目100番地（富士市役所3階）

☎（0545）55-2887  http://www.city.fuji.shizuoka.jp/
【編集者】まちづくり活動情報提供方法検討部会

ここでは若手の方が活躍する事業を紹介します！

■大淵地区まちづくり協議会 「スポーツフェス」

大淵地区まちづくり協議会では、令和２、３年度は、新型コロナウイルス感染症の感染
拡大により、体育祭を開催できませんでした。令和４年度に体育祭を復活させようとしま
したが、主体となる体育保健部が４０代中心で土日勤務の方が多く、人員確保が課題にな
りました。そのため、代替事業として、スポーツフェスを開催し、地域のコミュニケーシ
ョン作りの機会を失わせず、時代やニーズに合わせた事業へと変化させました。

競技は、体育祭から一新させ、モルックやクツ飛ばしなど、老若男女が楽しめる１１種
目で構成しました。当日、親子連れからお年寄りまで、袋いっぱいに景品を持って帰って
いただきました。
また、当日以外は主に体育保健部だけの４０人程度で運営し、体育祭の半分以下の人数

で運営することができ、協議会の負担軽減に成功し、メンバーのモチベーションアップに
つながりました。

今年度も引き続きコブタレポートを皆さんよろしくお願いします。
今回の記事は

まちづくり活動ふりかえりシート・若手が活躍する事業紹介特集です！
コブタレポートは、今年もドシドシ皆さんが気になる情報を発信していきます！

部会機能活性化研修を開催しました！
しかし、周知方法がチラシの回覧のみであったこ

と、競技の得点集計に手間がかかりすぎてしまった
こと、参加申込書や受付で参加者の連絡先を聞かな
かったことが反省点として挙げられました。

令和５年度は、チラシを全戸配布にする、ルール
をシンプルに集計しやすくする、参加申込書にQRコ
ードを用意し、連絡先を記載するなどと改善し、第
２回を開催しました。
今後も、参加者、主催者のどちらも満足できるよ

う、大淵地区の皆さんに喜んでもらえる事業を続け
ていきたいです。

大淵地区
まちづくり協議会
（生涯学習推進会
体育保健部）
藤田 泰光さん

■岩松北地区まちづくり協議会 「協議会公式インスタグラム」

▼岩松北地区まちづくり協議会
インスタグラム

岩松北校区ジュニアリーダーズクラブの皆さん岩松北地区ではジュニアリーダーが令和５
年７月から、岩松北地区まちづくり協議会公
式Instagramであるiwakitagramの投稿をしてい
ます。大人目線ではなく、若者の目線から情
報発信をするということで、岩松北地区の活
動のほか、自分がきれいだと思った風景や地
域のお店に取材した内容などを発信していま
す。１週間に２人ずつが主になって、投稿す
ることを目標にしています。

多くの若者に、これからまちづくりに参加
してもらうには、まず活動自体を知ってもら
うことが、必要だと思います。自分たちがジ
ュニアリーダーに参加したのは、「親や兄弟
が参加していた」、「同級生から誘われた」
「自分が小学生の時のジュニアリーダーが楽
しそうだった」というような、ジュニアリー
ダーの活動を知り、やってみたいと思うきっ
かけがあったからです。どのような活動をし
ているか分からない状態では参加しにくいと
思うので、まずはSNS等で活動を知ってもら
うことが必要だと思います。

▼当日は地域の方が様々なスポーツを楽しみました！
今では多くの地区が、同じ形態のイベントを行っています。

部会機能活性化研修とは？
昨年度から各地区において、新しいまちづくり行動計画に基づ

いたまちづくり活動がスタートしました。
その活動の中心となる『部会』の機能を強化し、より充実した

活動を行うことができるようにすることを目的とした研修です。

６月２８日から７月１３日まで、計８回にわたり開催した研修では、まちづくり協議会会⾧と各
分野の部会⾧を対象に、
【文化】【安全・防犯・交通】【体育】【青少年育成・子育て】
【防災】 【福祉】 【環境】【総務・企画・事務局】
の分野に分かれて研修を実施し、計１８８名の方にご参加いただきました。
研修では、まちづくり課、まちづくりセンター職員だけでなく、各分野に関係する市の職員も参

加し、市の課題や地区の現状を説明し、その後はグループワークを通じて、各地区の活動方法や地
区で抱える課題などについて情報交換を行いました。
研修の終わりに実施したアンケートでは、参加者の８割以上の方から「研修が役に立った」とい

う声をいただいています。この研修の中での意見交換を通じ、「他地区の活動事例を共有できた」
など他地区との繋がりができ、違う視点から活動を考えるきっかけになったかと思います。

その他

担当課からの説明

まちづくり活動推進計画やまちづくり行動計画の説明

ふりかえりシートの集約・解説

意見交換

■研修のどのような点が良かったですか？

※複数回答有

■今日の研修は役に立ちましたか？

役に立った ８７％
わからない １２％
役に立たなかった １％

■部会⾧（委員⾧）向けの研修は
必要だと思いますか？

必要だと思う ７１％
わからない ２２％
必要ないと思う ４％
回答無 ２％
その他意見 １％

部会機能活性化研修では、昨年度１年間の活動を自己評価する「ふりかえりシート」の解説
をしました。中面にて特集を組んでいますので、是非ご覧ください！

お知らせ

中面へ！

【モルック】 【ホールインワン】
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インスタグラムのフォロー、いいね👍よろしくお願いします！

▼岩松北校区ジュニアリーダーズクラブ
インスタグラム、



年度 実施内容について

目標とする将来像 地区の課題 活動方針 実施内容記号

達成度

……

部員構成 所属団体数

団体名 活動実施成果（今年度の活動によってできたこと）

役員 在職年数/任期 課題（今後の活動実施について、やりたいこと、行う必要があると思うこととその理由～背景や具体的な出来事等）
やりたいこと 理由

役員選出方法 活動方法について
成果 活動方法記号

引き継ぎ方法

収支
課題（今後改善したい、または必要だと思うこと）

まちづくり協議会内や地区住民からの意見等

令和４年度は、記入の必要なし

所属団体

部会⾧

副部会⾧

合計 合計

A票　部会活動ふりかえりシート

収入

口頭 ・ 書面（都度） ・ ノート ・ データ ・ 特になし ・ その他

部会

支出

会計

氏名

実施内容記号：★ 活動によって目標像に近づける十分な成果が得られた

◎ 効果的な活動ができた ○活動を実施した ×実施しなかった・ほとんど進んでいない

活動方法記号：◆ 新たな企画や工夫を取り入れ、活動が充実した

♡ 活動に関わる人が増えた □運営を改良、効率化した ●従来通りの方法で行った

ふりかえりシート徹底解剖！～地域活動を振り返り！～
■□ふりかえりシートとは？■□
ふりかえりシートとは、１年間の部会活動

を振り返り、部会員の皆さんで活動成果や課
題を共有することで、地区まちづくり行動計
画を実現するために作成するものです。
また、次の役員の方への引継ぎ資料として

も活用いただけます。今号では、各地区から
提出いただいた令和４年度ふりかえりシート
から、昨年度の地区活動を一部ご紹介しなが
ら検証します！

あ

どのような活動を行い、どのような成果があったか

▪安全推進大会を開催し、安全
に対する意識を共有した。

▪不審者抑止の「監視の目」プ
レートの設置、通学路の安全
検証動画の作成により、地区
の安全性が向上した。

安全部会

▪近隣の川の浸水想定区域の講
義を実施し、防災意識を高めた。

▪避難所運営訓練を実施し、
マニュアルの意義を再確認した。

防災部会

「クリスマス挨拶運動」を実
施し、コロナ禍で沈みがちな
子どもたちの気持ちを和らげ
た。

文化部会

▪協議会の活動内容を、地区住民が自由に閲覧できるよう議事録の作成と保管場所を決めた。
▪前例踏襲をやめて活動の都度関係者と打ち合わせし、改善実施できた。
▪ボランティアクラブの活動が活発に展開され、若年層を含めた会員が拡大した。

事務局

Ｂ：今後の活動について
今後どのようなことをやりたいか、どのようなことを行う必要があると思うか、またその理由

毎年参加者が一部の住民に限ら
れるため、若い世代を含めたよ
り多くの住民が参加できる方法
を考えて実施する。

体育部会

▪少ない人員で実施可能な、役
員と住民の両方が楽しめる小
規模事業の実施。

▪事業希望団体を支援できる体
制をつくり、地区の課題解決
にあたる。

事務局

【ＮＥＷＳ】
要望の多かったふりかえりシート「記入の
しかた」を作成しました。是非ご活用くだ
さい。

Ｃ：まちづくり協議会内や地区住民からの意見

活動報告後に出されたまちづくり協議会や地区住民からの意見

▪今後は意見箱「ちくのこえ」を設置し、意見を集めて改善点を直していきたい。
▪３年ぶりの事業の実施は、役員の交代で経験者がいなくなったこともあり、苦労することが多かった
が、事故もなく開催できたことは大きな成果だった。

▪避難所開設のためには、もっと訓練や準備をしていく必要がある。

まとめ

令和４年度ふりかえりシートでは、各事業において「十分な成果が得られた」と評価した地区は、
ほとんどありませんでした。
今回のふりかえりシートの検証からも、コロナ禍による環境変化や経験不足、高齢化による人材

不足などにより運営に苦慮されていることが分かります。
しかし、そんな中でも、多くの地区の方が新しい事業や運営方法を模索し、協議会活動に奮闘さ

れている様子が伺えました。皆さんからの要望にもある通り、市はこれからも様々な形で皆さんを
支援していきます。
この数年間で新しい形に変化した事業や久しぶりに再開した事業が、令和５年度のふりかえり

シートにどのように反映されるか、協議会役員の皆さんにフィードバックしていきたいと思います。

▪小学校や児童クラブを交えて
美化活動を行い、地域の皆の
意識を向上させたい。

▪環境問題は世界的な課題なの
で、より積極的な学習・教育
をしたい。

環境部会

あいさつ・こえかけ運動を推進
し、コロナ禍で傷んだ地域のつ
ながりを育て深めたい。

福祉部会

▪役員の高齢化のため、中高生
が参加できる防災活動を検討
し、担い手不足を解消したい。

▪高齢者避難に必須である災害
・緊急支援情報キットの認知
度向上。

防災部会

【協議会の活動について】

▪センター職員だけではなく、本庁のまちづくり課職員ともっと意見交換を行いたい。
▪まちづくり課からの積極的な支援が必要。また、何を支援できるか明確化してほしい。

【市とまちづくり協議会との関りについて】

▪協議会員や地域住民の声を取り入れて、全員が楽しいまちづくり協議会にしていってほしい。
▪地区の役員数が多すぎて負担となっている。事業や体制の見直しを行ってほしい。

▪委員会の所属団体はそれぞれ事業を実施したが、委員会自体での活動が無かった。
▪協議会になってからの、部会ごとの活動方針が定まっていないため、明確化してほしい。

▪実施事業はこれまでは各団体が個別に実施してきたので、まちづくり協議会として実施していくこと
に戸惑いや不安がある。

【まちづくり協議会の組織について】

多くの部会の方が、事業の担い
手や新しい参加者の獲得、限ら
れた人材の中でも行える事業づ
くりを課題に挙げています。

多くの地区の方がまちづくり協議会の新たな体制づくりに、苦慮されているようです。この問題の
解決のためには皆さんからのご意見にもある通り、地区と行政がより一層連携し、地区課題を解決
していくことが必要です。

コロナ禍で様々な制約がある中でも、
なんとか事業を実施したり、これを機
に事業の見直しを行ったりした地区が
数多くありました。

コブタレポートは、これからも皆様に各地区
の最新情報と耳より情報をご提供します。

Ａ

Ａ：活動実施成果

B

C

「活動方法について」
Ｒ４年度は記入無し。

▼令和４年度ふりかえりシート


